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「
〇
〇
市
で
〇
人
、〇
〇
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。」
聞
き
な
れ
た
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
。 

慣
れ
た
・理
解
し
た
つ
も
り
で
い
る
け
ど
、閉
塞
感
と
疲
労
感
が
し
ら
ず
と
募
り
、け
れ
ど
も
緊
張
感
を
切
ら
し
て
は
い
け
な
い
と 

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
日
々
。 

「
マ
ス
ク
は
持
っ
た
？
」 

「
お
し
ゃ
べ
り
を
せ
ず
に
食
べ
る
ん
だ
よ
」
・・・・・・・・な
ん
の
た
め
に
・・・・・？ 

咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
つ
け
る
と
教
え
て
き
た
は
ず
・・・ご
飯
は
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
は
ず
・・・ 

・
・
・
・
・
・
・
・コ
ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
・・・・・？  

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
世
の
中
が
右
往
左
往
す
る
日
々
の
中
で
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
強
い
ら
れ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
（
そ
も
そ
も
ノ

ー
マ
ル
っ
て
な
に
？
と
思
っ
て
い
る
の
に
）
、
制
限
す
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
体
験
や
関
わ
り
か
ら
時
間
を
か
け
て
学
ん
で
い
る
わ
が
子
に

と
っ
て
は
そ
っ
ち
の
方
が
非
常
事
態
。 

変
わ
ら
な
い
日
常
が
あ
る
こ
と
。そ
の
貴
重
さ
が
際
立
つ
夏
休
み
。 

ス
ク
ラ
ム
で
は
毎
日
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
あ
る
、プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ
ど
も
を
中
心
に
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
。 

な
ぜ
か 

こ
ど
も
達
の
成
長
の
為
に
変
わ
ら
な
い
日
常
が
必
要
だ
と
知
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
ら 

こ
ど
も
達
は
毎
日
の
積
み
重
ね
で
成
長
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
ら 

こ
ど
も
達
の
変
わ
ら
な
い
時
間
と
空
間
を
守
っ
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
か
ら 

ど
の
１
つ
が
欠
け
て
も
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、こ
れ
以
上
あ
り
が
た
い
こ

と
は
な
い
。 

こ
ど
も
の
日
々
を
守
る
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の
苦
労
と
労
力
が
必
要
か
と
想
像
す
る
。 

こ
ど
も
達
が
そ
だ
つ
た
め
の
場
所
と
時
間
と
人
を
守
っ
て
お
ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
。 

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
お
か
げ
で
、 

こ
ど
も
達
は
変
化
に
対
応
し
、
ル
ー
ル
を
守
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
を
楽
し
ん
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
友
達
と
過
ご

し
、ま
た
ひ
と
つ
成
長
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

夏
の
終
わ
り
に
感
謝
を
込
め
て 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ス
ク
ラ
ム 

保
護
者 

今
村
智
佳
子 

 

法人みんなの願いを込めた笹飾り 

一日も早い 

コロナ終息を願って… 
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楽しい！気持ちいい！を伝えたくて 

昨年度も取り組んだ『寒天遊び』。クシュクシュ、つるつるの感触に苦手反応を示す子もいて、

今回は今年度の年長グループみんなの反応はどうかなぁ、楽しんでくれる

といいなぁと願って取り組みました。 

導入として選んだのは『なにをたべてきたの？』の絵本。しろブタさん

がりんご、レモン、メロン、ブドウを食べてお腹に果物の色がつい

て・・・というお話です。そうしておもむろにみんなの前に色つき寒天を

出すと「赤だ」「むらさき色はないねぇ」と子ども達は絵本の中の色がし

っかり残っているようです。 

そして色つき寒天が入っている容器にまずは大人が手をいれてク

シュクシュとやって見せます。待ちきれないかのように手を伸ばす

子、スプーンを使ってつついている子、次第に容器の寒天をコップ

へ移す子も、それぞれの受け止め方がありましたが大人や友達の楽

しげな様子を見ながらいつの間にか同じように遊びだす姿がありま

した。ジュースやプリンに見立てて、「めしあがれ～」とやりもら

い遊びからごっこ遊びへと展開。丸めて棒にさすと、たこ焼き？？

のイメージも浮かんだ子も。（口に含んでも安心な材料で作って

はありますが食べられないのが残念！） 

何してるんだろう！と大人に抱っこされ眺める段階から 面白そう、あれな

んだか気持ちいい！楽しいな と変化する子どもの姿をまた見ることができた

寒天素材遊びでした。（文責：奥田） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てサポートどんぐり 
鹿児島市西陵 1 丁目 8-7  TEL：099-282-7408  FAX:099-296-1733 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:donguri@npo-happy.org

児童発達支援事業所 

 

★年少々・年少児さん 

「だるまさんシリーズ」 

（かがくいひろし：作絵 ブロンズ新社）     ←大型絵本にもなっています 

不動の人気です！読み手の声に合わせて体を揺らしたり、だるまさんと同じ動きを楽しみます。子ど

も達もユーモラスな絵と言葉に魅了されています。 

 

★年中・年長児さん 

「だめよ、デイビッド！」 

（作･絵：デイビットジャノン 訳：小川仁央 評論社） 

お母さんがデイビットを怒っている姿は、思い当たるふしがあるのか、 

じーと見入っていたり、ふざけてる所は笑ったりしながら見ています。 

最後にお母さんが「デイビットおいで」といって抱きしめる所では「なんで？」と 

言う声がよく聞かれます。怒ってたのにどうして抱きしめるのかが不思議な様です。 

 

子ども達の大好きな絵本の紹介 

mailto:donguri@npo-happy.org
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1544482956/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2tpZHMud2FucHVnLmNvbS9pbGx1c3QxODYuaHRtbA--/RS=%5eADBBAzDet3pmJxlQ5tXFo5dWaN..RA-;_ylt=A2RCA9cLnw1c5VoADBWU3uV7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
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～安心できる場所があって頑張れる！～ 

暑い！毎年このぐらいの時期になると感じることですが、今年

は特に暑く感じたのは私だけでしょうか。な～にもしなくても汗

がタラタラ落ちてくる。立っているだけでも体力が奪われてい

く・・・まだまだ若いと思い込んでいても身体は正直で年々、体

力がなくなってきているなと思い知らされます。 

さて、子ども達も 4 月からの新しい環境に慣れてどんぐりが

安心できる場所になってきていることを登園してくる子ども達

の表情から感じます。なぜ、安心できる場所になってきている

のかな、楽しいから、らくちんだから、そうなんです！楽しい

からどんぐりは大好きな場所、安心して自分を発揮できる場所

になっているのです。 

子どもは「できる自分」になりたくて頑張るのでしょう。３歳後半から４歳５歳になると少しず

つ、あの子はあんな事ができてカッコイイナ～ボクもそうなりたいな～

とあこがれの気持ちが芽生えてきます。（だから戦いごっこ、ヒーローが

大好きです） 

大きな集団では子どものやりたい、できるようになりたいという気持

ちと裏腹に頑張っても上手くできないということも少しわかってきて 

もうしない、嫌だ！という表現になりがちな子どもたちも出てきます。

また大人の甘えているのではないか、頑張らせる事が大切ではないかと

いう想いも、もしかしたら敏感に感じ取っているのではないか・・とも

感じます。 

私たちは子どもが見せる姿の中に、子どもの本当の願いは何

だろうかという捉え方をします。そうして今現在子どものもっ

ている出来る事、楽しい事をいっぱい積み重ねられるような活

動（遊び）を工夫しています。出来ない事の積み重ねではなく

“できた！！たのしい！！”という積み重ねです。そこから生

まれる自分への自信を持って新しいことにチャレンジしていく

力が育まれていくと考えているからです。 

安心して自分を受け止めてもらえるところ、頑張りたい気持ち

を分かってもらいながら、だいじょうぶ だいじょうぶと一緒

にいてくれるおとなの存在がとても大切だと思われます。スタ

ッフ間でもじっくりとその子のリズムを大切に！を合言葉にし

ています。 

私たち子育てサポートどんぐりのスタッフは子ども達の不安

な姿にどう向き合っているかという視点で「安心」という事を考えてみました。私も１人ひとりの

子どもの思いに応えられるかなと悩むスタッフの一人です。周りのスタッフと考え合いながら大人

も一緒に成長していけたらいいなと思います。（文責：宮島） 

                           



- 4 - 

 

 

  

 

気づき・共感・学習・変化・定着のサイクルを大切にしょう！ 

一人のお母さんの想いを受けて 

自分にとっては一大事！だけど他の人にとっては…と誰かに打ち明ける

前に自分の思いにフタをしていたりしませんか！こっそりとでもいい愚痴

でもいいから誰かに話すと気が楽になったりします。言葉の使い方に苦手

意識や何気ない言葉に深く傷ついたりすることを恐れて会話することを躊

躇する傾向もありますね。私は何気ない会話の中にこそ新しい気づきが生

まれるキッカケがあると思います。人と人が信頼関係を築くには何を思い

何に憂えているかを共感共有しあえて創られてくるのではないかと思うの

です。異なる考え方を受け入れられるチャンスととらえる！ 

スクラムでは 1 学期前半に笑君のお母さんから

こんなつぶやきを聞くことができました。「先生ど

うしよう！」と慌てた顔で笑君のお母さんがやって

こられ 1 ヶ月の間に数キロも体重が増えていた！

スクラムのおやつを少なくしてほしい！というもの

でした。また、代謝異常のある子どもたちもおり思春期の女子たちは体重

管理が難しく、スタッフ間でもおやつが話題になっていた時でしたので、

すぐにおやつの見直しが始まりました。見た目・量・味と子どもたちが満

足するおやつを作ろう、市販のものは極力減らし手作りしてみよう！とな

りました。スタッフの中には栄養士の資格を持っている人もおり、カロリ

ー少なめのおから入りクッキーやお好み焼きおからバージョン等も、さすがにカボチャの煮物の時

は「えぇ～これはおやつじゃないよ！」とおやつの概念には無いという子どもの声もありましたが。

トレーや器にもこだわって今に至っています。 

6 月の保護者会では笑君のお母さんの声を受けてみんなで「生活を考える」というテーマで話合

いました。それぞれの生活スタイルがある中でやはりみなさん工夫をされており、食に関しては笑

君のお母さんの太らせないような工夫を聞き、改めて「子どもが育つ生活環境を考えるよい機会に

もなりました」という声も聞かれました。 

更には「身体を動かすこと」が億劫になっているという話を受けて

一日の終わりの帰りの会で体を動かし

てリラックスする、気持ちをリセット

するということを目的に体操に取り組

んでみました。そうして体育の教員資

格もある保護者に相談すると快く週 1

回帰りの会に合わせて子どもたちに体

の部位の使い方を楽しく指導していた

だいています。その指導を下にスタッフがゆったりとした体操の時間

を毎日続けることができています。 

子どもたちの時間やなかみを豊かに創るための親御さんをはじめとする誰かの気づきを共感共有

していけるなかまの存在の大切を改めて知った夏でした。（文責：前迫） 

 

スクラム 放課後等デイサービス

 鹿児島市西陵１丁目４５-３ TEL：099-283-6130 FAX：099-296-1231    

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：scrum@npo-happy.org 

tel:099-281-1323
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コロナ禍でのスクラム ～これまでとこれから～ 

ハッピー通信読者のみなさま、こんにちは。スクラム施設長の酒匂です。 

さて、ウィズ(with)コロナという言葉を目にしました。ワクチンが開発されていないウイルスは

いったん感染が収まっても、第 2 波、第 3波と新たな感染の波が襲ってくるのだそうです。また、

現在、森林などの野生動物の生活環境が破壊され、野生動物と人間との距離が縮まり、新たなウイ

ルスが出現する確率が高くなっているとのこと。さらに、シベリアや極地の永久凍土が溶け始め、

眠っていた古代のウイルスが出現してくるという話もあります。 

つまり、今回の新型コロナウイルスによるパンデミック(広範囲に及ぶ流行病)は今回だけに限らな

い、今後も未知のウイルスによるパンデミック化の可能性は高い。よって、人類にはコロナと共存

していくという覚悟が求められているということ。故に「ウィズコロナ」ということだそうです。 

法人の会議はすべて、オンラインツールを使ったものとなっており、私も少しずつ慣れてはきま

したが、画面越しの会話や意見交換など相手の表情や場の雰囲気などまだまだツールとしての改善

の余地があるなと感じています。人との接触を減らすことや人の移動が制限される世の中では、今

後オンラインツールの高度化や IOT(Internet of Thing:「モノ」自体をインターネットに繋げより

便利に活用するという試み)がより開拓されていくのではないでしょうか？  

ウィズコロナという未曽有の難局を皆さんと一緒に乗り切っていきましょう。ハッピーもスクラ

ムも全力で頑張りますので、今後ともご支援ご協力のほど、よろしくお願い致します。 

（文責：酒匂） 

 

友だちを通して感じる自分～たけ君の自分づくり～ 
たけ君は“カッコいい”男を目指し、筋トレに励む１５歳☆憧れ

のスターは“嵐”、ダンスやお笑いも大好きな今ドキ男子です。そ

んなたけ君は思春期まっただ中。指示ではなく自分で考え、自分で

決めて行動したい様子で放課後はちょっと控えめに、ホワイトボー

ドに向かい友だちやスタッフのランキングを熱心に書き静かに過ご

す姿や小部屋でゆったり過ごす事も多い彼。自分のペースで過ごし

たいでもダンスなど友だちの中でリードする空気になる時もあり、

そんな時の彼は嬉しそうで生き生きした様子でもありました。また、

小さい子たちを上手に受け入れ遊ぶ姿や敏感さのある友だちが安心して一緒に過ごせる穏やかな雰

囲気が持ち味のたけ君です。そんな様子から、たけ君自身の過ごし方も大事にしながら、少し意図

的に得意な事や好きな事でスクラムの“カッコいい”お兄さんとしての手ごたえを感じる放課後を

一緒に創っていけないかと考え、得意な球技やダンスを放課後活動の中に盛り込んだり、親しみを

抱いている憧れのスタッフと友だちをリードする役を担ったりしていきました。ある日の野球あそ

びではヒットを期待する友だちの声援を一身に受ける姿、ある日は楽しそうに踊るたけ君に誘われ

ダンスの輪が広がるそんな放課後がありました。低学年のちびっ子が“あそんで～♪”とそばにい

く姿も☆こんな時間を重ねながら、たけ君がどんな自分を選び創っていくのかを見守っている今で

す。 

友だちと共にある放課後は、友だちを通して自分を感じる時間でもあると思います。自分のよさ、

時には悔しさや、ふがいなさも含めて揺れながらそれぞれが自分の願いに向かい、自分を創ってい

く時間であってほしいと思います。見守る大人の私たちができることは…本人のねがいを超えない

ように用心、用心。本人のねがいに少しでもつながるような環境を工夫し、さりげなく置いておく

ことができたらいいなぁと思っています。（文責：児玉） 

育ち合う 放課後 



- 6 - 

 

 

 

   

ハッピー班 「継続は力なり」 

私が開で働き始めて、約半年が経ちました。全く未経験の成人分野で、スタッフはもちろん、な

かま達も年上の方が多く、緊張する毎日でした。日々の作業でも、なかまから時には教えてもらい、

時にはなかまが取り組んでいるのを盗み見て真似る等、なかま達にとっての「仕事とは？」につい

てまだまだ学ぶことは多くあります。 

 中でも、ハッピー班が長い間続けてきた、公園清掃・刺し子の作業。 

公園清掃では、西陵区域の２か所の公園を掃除します。公園の中を

ある程度の広さで分担し、それぞれ黙々と取り組んでいます。自分の

場所が早く終わったなかまは、周りを見渡して終わっていないなかま

の手伝いをしようとする姿が多く見られます。スタッフから何も声を

掛けられなくても、自ら塵取りを持って行き、なかまと一緒に取り組

んでいます。それぞれの取り組み方やペースが違う中で、なかまと

「清掃を終わらせる」という一つの目的に向かって、なかま達が主体

的に協力し合おうとするとても素晴らしい時間、そして、これまで長

い間取り組んできたからこそ、今のなかま達の姿があると思います。

また、最近では作業服セットを購入し、それを着て取り組む事で以前にも増して「仕事」として気

を引き締めて取り組んでいます。 

 刺し子では、初めはまず糸を針に通すこと、点に合わせて縫

っていくことから始めたと聞きました。本当にそこからスター

トしてたの？というくらい、今では丁寧に、そして上手に縫い

進めています。最近では、みんな縫うペースも早くなり、私た

ちスタッフの準備が間に合わないほどです。これも、長い間取

り組んできたことで身についたスキルだと思います。コロナ禍

の為、開マーケットやバザーなどでその成果を発揮する機会が

減ってしまいましたが、先日、某大型販売店でのイベントに刺

し子コースターを出品させていただき、大好評でした。 

 私たちもそうですが、何か物事を行う時、すぐにできることは少ないと思います。それでも、長

い時間をかけてゆっくり丁寧に取り組んでいく事で、「力」として身についていくのだなとハッピー

班のなかま達から気づかせて頂きました。もちろん、これまで携わってきたスタッフの尽力もあり

ますが、何よりなかま達が一生懸命取り組んできたからこそ身についた「力」そして、これこそが

「継続は力なり」だなと思いました。 

 先の長い成人期、これまで培ってきた力を元に、今後もなかま同士の繋がりも大切にしていきた

いと思います。時には新しい事も挑戦し、「継続は力なり」という言葉の通り、長い時間を掛けて取

り組み、なかま達の新しい「力」として、そして生活の中で活きる「力」として、なかま達のこれ

からの人生が豊かで張りのある、そんな人生になるようになかま達とスタッフと一緒になって頑張

っていきたいと思います。（文責：池田） 

生活介護事業所 

鹿児島市西別府町 2794-29  TEL:099-283-6120   FAX:099-204-0134 

                                                 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：kai@npo-happy.org 

tel:099-283-6120
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～音楽クラブの様子から～ 

毎月 1 回、西陵南公民館で mu×mu さんによる音楽クラブがあります。 

まずは、その月に合った歌を歌ったり聞いたりして、思い思いに季節を感じて

いるのですが、7 月は「七夕さま」と小豆を使った楽器で波の音を感じながら

「うみ」を歌いました。次に輪になって座り音楽に合わせながら一人ずつ順番

にタンブリンを叩いていきます。みんなの手拍子にのってタンブリンを叩いた

あと、笑顔で次のなかまにタンブリンを渡していきます。また、音に合わせて

歩いたり体を動かしたりすることもなかま達は大好きです。特にスライドホイ

ッスルに合わせて体をくねらせてしゃがんだり伸びたりする動きや、トーンタ

ングに合わせ体を回すことが楽しく、笑い声が聞こえてきます。 

体を動かした後は歌に合わせにぎやかに楽器を鳴

らしたり、「きらきら星」に合わせツリーチャイムを鳴らしたりと動と静

の音楽を楽しみます。ツリーチャイムは順番にひとりずつ鳴らすので、

自分が鳴らすだけでなく、ほかのなかまが鳴らす音を「きれいな音だね

～」とうっとり聞くことができる心地よい時間です。 

心地よいといえば、先生方のキーボードとバイオ

リンによる演奏を聴く時間も、曲に合わせて体を横

に揺らしたり、曲に合わせ歌ったりと思い思いに演奏を楽しむ素敵な時間です。

時にはなかまのリクエストの曲が演奏され、リクエストに応えてもらったなか

まは嬉しそうです。最後「夕やけ小やけ」を歌い音楽クラブはおしまいです。

帰りの車内では、「この歌楽しかったね」と話す声が聞こえてきて、和やかな

いい雰囲気です。毎回 mu×mu さんの先生方が音楽の楽しさを感じられるような工夫を凝らしたプ

ログラムを作ってくださっていることでなかま達が音楽を楽しみ、和やかな音楽クラブになってい

るのだと感謝しています。これからもなかま達がいっしょに楽器を鳴らしたり、音に合わせて身体

を動かしたりすることで音楽を楽しみ、音楽やその空間を心地よく感じられる活動は好評です。 

（文責：東） 

 

＜食品加工班自慢のクッキー＞ 
 開の食品加工班では、パンやスイーツを作っています。その中でも、「プレ

ーン味・ココア味・ゴマ味・オレンジ味」の 4 種類のクッキーが人気です。

クッキーを作るときは、前日になかまがクッキーを作るのに必要な材料を計

量してから作業に取り掛かります。クッキーを作るとき、バターを溶かす作

業があり夏場はバターがすぐ溶けるのですが、冬場はなかなかバターが溶け

ません。しかし、なかま達は最初から最後まで一生

懸命作業に取り組む姿があります。夏・冬には物販

の注文も入ります。注文の個数が決まるとみんなで

「頑張ろう！！」と気合を入れて協力し合っていま

す。クッキーを焼き→ラベル貼り→袋詰めと全部食

品加工班のなかま達が自信を持って作業に取り組む

姿があり、注文がきていた個数が揃うと「終わった

ー」という達成感と「頑張ったね」と自信がなかま

達にあり、その瞬間スタッフもとても嬉しく思いま

す。さらに、「サポートセンター開」という看板を背負って様々な場所でも

販売をしています。今回は、「アンリーシュ・マルシェ」で山形屋にも出店

させてもらい、いろいろな方に「クッキーおいしいね」と言ってもらいま

した。これからも、なかま達が作るおいしい自慢の開クッキーを作ってい

きたいと思います。（文責：重信） 

製品紹介 
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ホームの畑 

利用者、保護者、職員一緒に畑作りをして、夏野菜を植えてから数ヶ月経ちました。冬野菜の収

穫を終え、夏野菜を植える前に、なかま達と、「どんな野菜を植えようか」と話し合いをしました。

何が好きか、何が食べたいか、何が育てやすいか、なかまと

職員で一緒になり考えました。「トマト・ナス・ピーマン・

オクラ・きゅうり・ニガウリ・

スイカ」などの声が上がりまし

た。野菜の成長がより見えやす

い様に畑以外にも、なかま達の

目が届きやすい駐車場にもトマ

トとキュウリをプランターで育

てることに。朝の畑の水かけは

毎日の日課となり、野菜の成長

を見守ってきました。太陽の光をたっぷり浴びた野菜たちは順調に育

っていき、毎日のように収穫を行いました。食事にも取り入れて、おい

しく頂いたり、時にはトマトやキュウリを収穫してすぐ食べたりし、

自分たちで収穫した野菜を食べました。自

分たちで収穫した野菜は格別おいしく、野

菜がちょっと苦手な方もおいしそうに口に

運ばれていました。一方で一番楽しみにし

ていたスイカはなかなか実が付かず…。毎

日毎日様子を見ていたある日、畑の様子を

見にいくと小さいスイカが実を付けていま

した。一番気にかけていたスイカの成長に

なかま達も大喜び。なんと４玉の大きなス

イカを収穫することができました。「次の夏もスイカは作りたい」と早速

声が上がっていました。自分たちが、毎日のように水を掛け、育てた野菜

たち！！元気に大きく育ち、なかま、職員ともとても手応えを感ました。 

秋には畑はもう一区画作り、拡大する予定です。次に植える野菜は何が

良いかなと今からみんなで楽しみに考えている所です。冬野菜作りも楽し

みですね。（文責：長野） 

 

 

 

共同生活援助事業所 
鹿児島市直木町 3399-1  TEL：099-295-4312  FAX:099-295-4315 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:g.homei@npo-happy.org 

～実ったスイカは～ 

法人内の各事業所へお届け！ステキな

夏の贈り物となりました☆スクラムで

はスイカわりを楽しみ、子ども達のお

腹に美味しくおさまりました♪ 
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親御さんからの嬉しい声は励みに！ 

保護者の長年の願いであった暮らしの場のグループホームハッピーが開所し、４年の歳月

が過ぎました。開所した当初は、自立した生活に向け、巣立っていく息子や娘に「またいつ

でも帰っておいでね。グループホームでも頑張るんだよ」と寂しそうに背中を押していた保

護者の方々。今では土曜日も、日曜日も祝日もホームで過ごす方も増えてきて、『心許せる

仲間と自分らしい生活』を過ごしています。利用者の方々はというと、入所したころに比べ、

「自分のことは自分でしたい！」という気持ちが生まれており、洗濯物を干し、部屋の片づ

けをし、身支度もされます。中には季節の移り変わりに合わせ、ご自身で衣替えをされる方

もいらっしゃいます。保護者の方に、「季節に合わせ、ご自身で衣替えをされていましたよ。」

とお話すると「そんなことができるようになるなんて！我が家ではそんなことはしなかった

よ」とのお返事が。「大好きな仲間や、職員がいて、安心して落ち着いて生活することので

きる環境のグループホームだからこそ、できるようになったのかもね。これも一つの自立で

すよね。」と嬉しいお声かけを頂きました。 

グループホームハッピーのゆったりとした心地良い雰囲気の中で「急ぐことなく、１つ１

つ、一歩一歩」ともに歩んでいけるようそれぞれの心に寄り添いながら暖かい支援を目指し

ていきたいものです。（文責：西田） 

 

初公開！？ プライベート空間☆ 

現在グループホームで生活されている方は６名で、リビングは、仲間

が集い食事をしたり、テレビを観ながらくつろいだりできる空間、浴室

は入浴の好きな方にとってリラックス空間。そして居室は･･･、まさに

プライベート空間☆仲間たちそれぞれの趣味嗜好が詰まった空間です。 

 EXILE が大好きなＮさん。テレビの下には、コツコツ貯金をして購入

した EXILE の DVD コレクションがずらり。壁面にはタカヒロのポス

ターが飾ってあり、好き度合いが伺えます♪（実は AKB にも推しがい

るようですが♡）テレビを観たり、音楽を聴いたりしながら、ゆったり

とした時間を過ごされているようです。 

 テレビ、パソコン、ラジカセに囲まれながらの時間

を楽しまれているＹさん。この３つが同時に稼働する

中でも、一つひとつを楽しむ姿やそれを BGM にする

かのようにくつろがれている姿があり、色々な楽しみ

方をされているようです。ちなみに、ラジカセのカセ

ットは見出しが無いにも関わらず、内容を全て把握さ

れている様子、凄すぎです！ 

居室は、仲間たちにとってのプライベート空間であり、仲間たちが安らげる空間であって

欲しいと思います。ただ、安らげる空間というものは人それぞれ。趣味嗜好、日頃の生活ス

タイルなどの様々な視点からそれぞれの安らげる空間を創れると良いのだろうと思います。 

（文責：宮元） 

衣・食・住 
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＜リレートーク スタッフ＆保護者＞ 

～どんぐりに通って～ 

どんぐり保護者 Ｈ．Ａ                          

１歳半からお世話になっていて、今年はついに年

長さん！ちなみに兄妹でお世話になっていまし

た。段々と成長が感じられるどんぐり日記、おい

しい給食のお代わりしましたに嬉しかったり体重

が心配だったりします。前迫先生、久保先生、大

迫先生、毎回の講話を聴き、待つって忘れてるな

って反省します。 

子供の思っている言いたいことを、自分でする気

持ちを、成長を待つなどなど、大人の事情優先です

まんって思っては優しくなれます。最初で最後のど

んぐりお泊り会、自宅の静かさにびっくりと寂しさ

を、さらに帰ってからの「楽しかった～！」の笑顔

に頼もしさを感じました。夜、一緒に寝るとき「本

当はね、少し寂しかった‥」に、一緒～♪ってうれ

しくなりました。どんぐりの先生たち皆さんは、そ

んな私（親）へ優しい気づきを教えてくれます。万

全の対策を整えていただき活動を楽しめます。そん

などんぐりの皆さんに感謝です。いつか私もそのよ

うな存在になりたいです。 

 

 

 

☆ 賛助会員を募集しています ☆ 

NPO 法人ハッピーでは地域の中でも誰もが安心してひとりの人間として生活していけるように地域生活

サポートに関する活動を行い、暮らしやすい町の創造と地域福祉の推進を図ります。私たちの取り組みにご

理解くださり、賛同して下さる方を広く募集しています。皆様のご理解とご支援の下、地域に根ざした福祉

の向上に努めます。どうぞ宜しくお願い致します。詳しくは本部までお問い合わせください。 

          賛助会員   個人 一口    2000 円 

                          団体 一口   10000 円 （何口でも可） 

【入会方法】振込用紙に、氏名、住所、電話番号、会費種別(個人/団体)をご記入の上、下記口座にお振込

みください。その際に、誠に申し訳ありませんが、振り込み手数料をご負担くださいますようお願いいたし

ます。 

＜口座名義＞  トクテイヒエイリカツドウホウジンハッピー  

ダイヒョウシャ ヤマサキヒロノブ 

＜口座番号＞  鹿児島銀行  西陵支店   

普通預金  口座番号 ５４５７２２        

 

お問い合わせ先 NPO 法人ハッピー 099-283-61２0（担当：有村） 

～私の仕事～ 

グループホームハッピースタッフ 戸木田 

グループホームでの生活支援員として入職し、あ

っと言う間の１年 10 か月が立ちました。障害者施

設での仕事は経験がなく戸惑う事ばかりでした。 

そこで、中々先輩職員の皆さんのようには行かな

い為、先輩職員の皆さんのアドバイスを頂いて実践

したり、先輩職員の皆さんの対応を見てまねて実践

したりして、日々の支援の在り方を学ばせて頂きま

した。 

利用者さんの障害特性をしっかりと理解し考える

事、根拠に基づいた支援計画でのサービス、更に構

造化を中心とした支援をチームで提供する３つの基

本を見直す事にしました。 

その中で、支援の質の向上の為に必要になってく

るのが「気づき」で、いくら知識や技術を持ってい

ても利用者さんの思いに気づこうとしなければ問題

の本質が見えてこないとの事でした。 

私は、入職してから利用者さんの障害特性を理解

できていない状態で支援していたのではないかと深

く反省致しました。 

そこで、日々のコミュニケーションの中から利用

者さんの思いに気づくことから始める事やチームで

支援計画書に基づいて丁寧に取り組みを行っていく

大切さを改めて思い直し、支援の質の向上に繋げる

事が私の仕事と思っており、他の仕事では得られな

いやりがいや喜びを感じながら、楽しくグループホ

ーム内での仕事をしております。 

 

ブログ等で各事業所の最新情報を 

ぜひチェックしてみてください♪ 

ホームページアドレス 

http://npo-happy.org/ 

 特定非営利活動法人ハッピー 鹿児島 

http://npo-happy.org/

